（別紙2-1）

令和7年度地域協働研究費　研究計画書【ステージⅠ育成型】
※計画書中の例示・注釈文(ピンク文字)は申請時に削除してください。
（基本情報）
	申請ステージ　注1
	ステージⅠ育成型（課題の可視化・構造化するステージ）

	研究代表者　注2
	所属
	
	職
	
	氏名
	

	共同研究者
（地域団体等）
	団体名：
代表者：(職・氏名)
担当者：(職・氏名)
住　所：〒000-0000　岩手県○○○
連絡先：TEL　000（000）0000
　　　　　E-mail　△△△＠△△△.co.jp

(共同研究契約の相手方を記載願います。複数ある場合は行を追加願います。）

	研究実施グループ
の構成
(実施体制が分かるよう記入願います。)
	所属
	職
	氏名
	本事業における
役割分担

	
	○○学部
	教授
	○○
	研究に対する助言

	
	
	
	
	実施責任者

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	研究課題名
	

	研究区分・分野

注3
	□防災復興研究　（□防災研究分野　□復興研究分野）

□一般課題研究
（□地域社会研究分野　□地域マネジメント研究分野　□Well-being研究部門）

(選択した区分を■としてください。)

	SDGs
(持続可能な開発目標)
注4
	□【目標1】貧困　　□【目標2】飢餓　　□【目標3】保健

□【目標4】教育　　□【目標5】ジェンダー　　□【目標6】水・衛生

□【目標7】エネルギー　　□【目標8】経済成長と雇用

□【目標9】インフラ、産業化、イノベーション　　□【目標10】不平等

□【目標11】持続可能な都市　　□【目標12】持続可能な生産と消費

□【目標13】気候変動　　□【目標14】海洋資源　　□【目標15】陸上資源

□【目標16】平和　　□【目標17】実施手段

(該当するものを５つ以内で■としてください。)

	研究期間　注5
	令和7年4月～令和8年3月

	研究フィールド
	(市町村名を記載願います。）

	研究協力者
(パートナー)　注6
	(共同研究者以外に研究に協力する団体等がある場合には記載願います。なお、協力者については、可能な限り所属・職・氏名についても記載願います。）

	研究の概要
	(課題の可視化・構造化を行うため、どのような取り組みを行なうか、簡潔に記載願います。）


	期待される成果
	(地域への寄与度、人材の育成に期待される成果について、簡潔に記載願います。）


	研究費計画　注7
	地域協働研究費　　　　　千円　※詳細は後頁｢経費内訳書｣の通り。


注１）「ステージⅠ育成型」は、提案者が主体的に実施する「課題の可視化・構造化するステージ」（地域の現状を客観的に分析し、課題等を可視化・構造化するための調査研究の段階）を支援します。なお、原則として単年度を限りとし、複数年にわたるプロジェクト実施は認めません。
注2）研究代表者及び研究分担者に関わらず、一人の研究者が異なる複数のプロジェクトに参画することは妨げませんが、定年等で退職の予定がある場合、地域協働研究の交付申請資格を有する期間を超えた研究期間を計画することは出来ません。
※地域協働研究の交付申請資格：公立大学法人岩手県立大学組織規則第9条第1項に規定する教員、同条第2項に規定する特任教員及び法人と雇用関係にある研究員のいずれかを研究代表者とする共同研究組織。
注3）研究区分・分野については、下記の2区分及び４分野から選択して下さい。

1.区分「防災復興研究」：防災に関する課題解決や東日本大震災津波などの災害からの復興に関する課題解決に取り組む研究　→　①②から分野を選択
2.区分「一般課題研究」：防災復興に直接関係しない課題解決に取り組む研究　→　③④から分野を選択

1 「防災研究分野」：防災（災害対応、被害抑止、事前準備まで）の観点から調査研究する防災復興研究

2 「復興研究分野」：東日本大震災津波などの被災地（復興地）における復興に資する防災復興研究 

3 「地域社会研究分野」：住民､環境､文化､歴史､観光などの観点から調査研究する一般課題研究
4 「地域マネジメント研究分野」：行政課題に対応したまちづくり・地域づくりを法､制度､政策などの観点から調査研究する一般課題研究
5 「Well-being研究分野」：Well-beingに着目した政策展開に関連する諸課題を調査研究する一般課題研究

※「防災復興研究」として採択する研究課題については、岩手県立大学が令和５年４月に設置した「防災復興支援センター」とも連携をはかりながら、支援させていただくこととし、その成果については、「防災復興支援センター」の取り組みとしても展開します。
注4）本研究で解決を目指す研究課題の内容については、SDGs17の目標から選択して下さい。
※地域政策研究センターでは、SDGsを住民、企業、行政など、地域内外の様々なステークホルダーが自分の立場・領域を超えて、ともに幸せな地域の未来を描き、その実現に向けてみんなで協働してチャレンジするための強力なツールと考えます。
※17の持続可能な開発目標（SDGs）の詳細については、下記URLをご参照ください。
https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/17goals/

注5）ステージⅠ育成型に申請可能な研究期間は単年度以内(令和8年3月までの範囲)です。
注6）研究協力者からは、事前に協力の了承を得ることにより円滑な研究活動が行えるよう配慮してください。

注7）ステージⅠ育成型に申請可能な地域協働研究費は、100千円以内です。
（スケジュール）
	項目
	　令和７年度　（月）

	状況把握
１　○○調査
２　○○に関する分析
成果報告会
	4　　5　　6　　7　　8　　9 　10 　11  12  1 　2 　3



記載注意　　項目ごとに実施計画を記載し、期間を実線で示すこと。
（経費内訳書）
	科　　　　目
	支出予定額（円）

	謝金
 eq \o\ad(旅    費,　　　　　　　)
備品
 eq \o\ad(図書,　　　　　　　)
 eq \o\ad(印刷費,　　　　　　　)
 eq \o\ad(通信連絡費,　　　　　　　)
使用料、賃借料
委　　託　　料
 eq \o\ad(その他,　　　　　　　)

	

	合    計
	


記載注意　　研究期間のすべてについて、記載すること。合計金額の上限を10万円とする。
3

